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ゴ″点βだ、自分の住んでいるη 場 錠 脅 窃 睦 自分の言葉 で相
手だわか夕やナぐたぐさんは だ夕婉れるよ夕だなつて″ιい
といラン点である。そ嫉 ′″ デン莞られたことだゲ
を相手角霧ち のではなく、自分な夕|こ鰍 ι、″″ r´夕えれ
るような力を身=こ着ゲて″ιクし
易 請 ″、言われたことを鵜呑みだヂるのこ 稼 ぐ、背景を考













話ナのα 稼 ぐ、相手の 新 翅突 ぐ」電″やたわクヽ6なクヽ会話キこ
う対応 できる能力の事を指九 2つ′は、老場の物 を
″ク|こ思える′専2を高めて″レ ゝ文化″の事を深ぐ,議べ、
をの地域の人に夕えてぼιクゝ これらの能力な だス だの申で
の履 稼 クヽ余 膨 ″ で身tこ着けることができ、重要文化″の庄
慶
=こ





























β脂導員 ′活動α襲鎌献、生徒のボランティア活動βだたぐさか 笏 勝
客′こ謝 してもらいたいことである。この続 ″、生徒 るシ
ニ/勿姥 酵 鑓 ιてクヽる問題点だ。約 り のがなでもたぐき
んの観光客の方が訪間 ιでぐださつた′″ 姥 ぐ潔 家 でぐれ
て嬉 レ ソ といつた内容の感想を書|ぐ生徒カミクヽろ。
ん ン ティア担当教員 r活動の周題点″、部活動との′窟蒻墜1観光客の数が少ないと
劇 象 り 絣 の つてしまラ義 また人数が少ないといラ″
"の
問題が大 許 しこの周層の〃賞だ/77ゲで活動βの変更や4Zr


































語つている。以下がA指導員のス トー リー ラインである。
B指導員 :ス・きレ｀籠 ′まなれベ ゴつ挙あ としたら間違つた情報をβでしまっている
鬱 鯵 ることである。様々れ υ い ろ中で指導の方法の動 にヽよる内容のデ
れや生徒勿 卿 ∽ 鬱 、また、先輩から受け継がれた情報だギャップカ｀ある。
そιで、それ 多 載 る時ι曙 粉
“
動 し ″ 嫁 いと間違 つた情報をお客様|こ
″えてしま夕。その彦Fをど夕″夕かヽハ難 の問題点 である。






















C)を挙げていた。以下がボランティア担当教員のス トー リー ラインである。
ボランティア担当教員 : コスβな θ年前の男子の卒業生である。その生徒′まアイコ
ンタク ハバ 甥 稜 ぐ、クラスでも驚/7でヽ〃子と関わ ることが
ま 認 発 、物静かな女髪 彩 認 学茂生活を過ごιていた本当だ
ス と話をナるの滲ミ難 ιクヽ生″であった。そのよ夕な生徒力ゞ θ
手間ボランティアガス だを続けることで聞 認 つ ゲていき、淳



























































B指導員 :IttD利点は、幽化晟交流を通 ν 要 年齢の劇 笏 いである。廃 彰 確 認
できた現在7ま、お じいちゃんやおばあ らゃんとの交流があまクなくなつてき









ボ/~ンティア担当教貞 ′ この活動の機会列 影 れ てぐれ ている地域の人だ瞳れをもつ
たクιてクヽク た 、地域愛力湧曜rえ詐 軌 がヽ高 まっていぐ。こ
のよラだボ/~ンティアガス だを通 して地域 とを発の双方の″

































































































宣伝チラシの配布、シニアガイ ドの指導の下、ガイ ドの練習・ガイ ド実施。
シニアガイ ドの指導の下、ガイ ドの練習・ガイ ド実施。
シニアガイ ドの指導の下、ガイ ドの練習・ガイ ド実施。
(振り返りの視点)









































































































































































































































































・ガイ ドを行う前よりも トー クカが身についたり、協力するようにもなつた。
。三本家の秘密が毎回わかるのが面白い。
・初対面の人でもガイ ドすることで気軽に話しかけれるようになつた。
・ボランティア指導員の方とも仲良くなれ、学校の帰 り道などで声をかけてく
れたりしてすごく嬉しい。
・歴史に詳しいお客さんが資料には載つていない豆知識を教えてくれたりして、
会話が弾み面白い。
・質問や会話の仕方が少し上手になつた。
・いろいろな方とコミュニケーションを取ることで出来るので、様々な話を聞
くことができた事。
・初対面の人でも話が出来るようになつた。
・貴重なものをたくさん見た事。
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